
　
　
水
廻
り
を
主
に
管
工
事
業
を
行
い
、
管

工
事
の
延
長
で
空
調
関
係
、
機
器
設
備
も

手
掛
け
て
い
ま
す
。
社
員
数
は
11
名
、

1
9
8
7
年
に
父
が
創
業
し
ま
し
た
。

　
2
0
0
8
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
ま
で

は
順
調
に
売
り
上
げ
が
伸
び
て
い
ま
し
た

が
、
2
年
連
続
で
売
上
が
大
幅
に
落
ち
込
み

ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
、

い
ろ
い
ろ
模
索
し
ま
し
た
が
、
社
内
が
バ
ラ

バ
ラ
で
、
ど
う
に
も
な
ら
ず
、
ま
と
め
よ
う
と

し
て
も
、
空
回
り
す
る
だ
け
で
し
た
。
そ
ん

な
と
き
、
守
永
泰
雄
さ
ん
（
㈲
も
り
な
が 

相

談
役
・
宮
崎
北
支
部
）
に
相
談
を
す
る
と
、

同
友
会
を
紹
介
さ
れ
、す
ぐ
に
入
会
を
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
『
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
』
を

受
講
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
「
社
長
と
い
う

の
は
、
的
確
な
指
示
を
出
し
て
、
社
員
を

リ
ー
ド
す
る
も
の
」
だ
と
思
う
と
い
う
考
え

を
伝
え
た
ら
、
「
そ
れ
で
は
、
強
靭
な
会
社

を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
」
と
言
わ

れ
、
『
人
を
生
か
す
経
営
』
の
考
え
を
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
納
得
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
例
会
に
参
加
し

た
り
、
幹
事
な
ど
の
役
を
担
い
役
員
研
修

会
や
委
員
会
に
参
加
す
る
中
で
、
次
第
に

納
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
当
時
の
ワ
ン
マ
ン
と
も
捉
え
ら
れ
る
自
分

の
考
え
方
に
戻
ら
な
い
よ
う
に
と
、
同
友
会

活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
で
は
実
践
と
い
う
レ
ベ
ル
ま
で
の

取
り
組
み
は
ま
だ
ま
だ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
10
数
年
に
渡
り
、
経
営
指
針
書
を
作
成

し
、
発
表
会
を
し
て
い
ま
す
。
P
D
C
A
を

回
す
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

社
員
と
面
談
を
行
い
、
毎
年
改
善
し
て
い
ま

す
。
働
き
や
す
い
職
場
の
認
証
で
あ
る「
ひ

な
た
の
極
み
」
の
取
得
に
も
動
き
出
し
て
い

ま
す
。

　
以
前
は
下
請
け
だ
け
で
し
た
が
、
そ
こ

か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

お
客
さ
ま
か
ら
相
談
を
受
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
空
調
工
事
も
、
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
こ
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
功
を
奏
し
ま
し
た
。
一
方
で
、
変
化

を
よ
し
と
し
な
い
社
員
と
の
衝
突
も
経
験

し
ま
し
た
が
、
時
間
を
か
け
て
社
員
と
の

話
し
合
い
を
重
ね
、
乗
り
越
え
て
来
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
若
い
社
員
さ
ん
の

お
か
げ
で
社
内
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
進
ん
で

い
ま
す
。
経
営
指
針
を
社
員
さ
ん
と
共
有

す
る
こ
と
で
強
靭
な
会
社
に
な
っ
て
き
て

い
る
か
な
と
感
じ
て
は
い
ま
す
。

　
遠
藤
太
郎
さ
ん
（
㈲
尾
鈴
ミ
ー
ト
　
代
表

取
締
役
・
ひ
む
か
支
部
）
が
報
告
さ
れ
る

見
学
分
科
会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
過
去

に
、
宮
崎
で
開
催
さ
れ
た
中
同
協
定
時
総

会
の
見
学
分
科
会
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
は
、
屋
外
で
の
見
学
で
、
参
加
者

は
日
差
し
が
強
く
、
暑
か
っ
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
参
加

者
が
学
び
に
集
中
で
き
る
場
づ
く
り
に
も

配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
昨
年
の
竜
巻
被
害
で
危
機
管
理
の
重
要

性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
会
社
で
防
災
士
の

講
和
を
聴
き
、
B
C
P（
事
業
継
続
計
画
）

の
策
定
を
始
め
て
、
社
内
環
境
を
整
え
て

い
ま
す
。
被
害
の
金
銭
的
な
面
は
保
険
で

何
と
か
な
り
ま
す
が
、
社
員
さ
ん
の
命
と
、

通
常
の
仕
事
が
で
き
る
状
態
に
戻
る
ま
で

の
時
間
へ
の
備
え
は
大
事
な
こ
と
で
す
。

竜
巻
被
害
を
受
け
る
前
に
購
入
し
た
建
物

が
あ
り
、
資
材
置
き
場
以
外
に
研
修
室
と

実
習
室
と
を
併
設
し
て
い
ま
す
。
高
度
な

技
術
が
必
要
な
現
場
は
、
県
外
の
技
術
者

の
独
壇
場
で
、
こ
の
状
況
を
何
と
か
し
た
い

と
気
持
ち
が
あ
り
、
技
術
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
と
考
え
、
併
設
し
ま
し
た
。
今
は

指
導
し
て
く
れ
る
方
を
探
し
て
い
る
状
況

で
、
今
後
は
、
自
社
で
指
導
で
き
る
人
材

の
採
用
、
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
の
会
議
や

催
し
で
利
用
す
る
際
に
も
開
放
し
た
り
、

同
業
他
社
と
は
技
術
を
共
有
し
て
、
共
に

育
つ
環
境
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。
宮
崎
全
体
の
技
術
力
を
上
げ
て

い
く
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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来年の第35回定時総会は、５月12日（火）にニューウェルシティ
宮崎で開催するとしました。

第34回経営フォーラムの準備について小原実行委員長より報告があり、
テーマ・会費等リーフレットへの掲載内容を確認しました。

総務財務委員会から、支部推薦のメンバーの補充や入れ替えの
要請をうけて、選出要件を「幹事・理事経験者」に広げ、各支部で
選定・依頼し、8月理事会に報告することとしました。

宮崎同友会30年史の制作にあたっての協賛金の募集について、
代表理事からの提案をもとに、一口１万円以上で協賛を集める（締切
8月31日）ことを確認しました。

「中同協第５７回定時総会の議案に学ぶ」と題して那須代表理事
より問題提起があり、今後各組織でも学習会等を開催していくことを
申し合わせました。

日時：7月30日（木）17:00～20:15  於：宮崎市民プラザ＆Zoom会議　理事29名中25名出席（出席率86.2％）＋事務局３名
7月理事会報告

宮崎同友会

青年部公式LINE
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活動内容は同友会
Facebookでも配信中!!

新着まだまだ、たくさん活動しています！

同友会を知る会拡大バージョンin西都が

7月28日に開催されました。報告者の東郷

浩二氏により、経営者としての覚悟や実践

がリアルに語られ、自社と向き合う意義を

再認識しました。経営の本質に迫る学びが

得られる場として、同友会の魅力と可能性

をあらためて感じる機会となりました。

共同求人委員会では、第13期活動の第1回目となる「学校の先生
方との懇談会」を6月20日に宮崎市民プラザにて開催。先生方15
校（大学3校＋短大専門学校3校＋高校9校）22名と企業15社が
参加しました。
　企業の魅力を先生方にご理解いただこうと、3社がチームをつくり、そのブースを先生方が順に回っていく「企業説明会」の

形式で行いました。

　参加した先生方からは、「どの企業も人を大事にしていて、宮崎を愛していることを感じた。」「入社一年目の社員の動画が

紹介されて成長の様子が伝わってきた」「若者を迎え入れ、育てる様子が分かって安心して送り出せると思った」との声が

寄せられました。

　企業からは、「グループでの説明だったので、先生方との距離が近くなった」「インターバルがあると個別の話もできる

と感じた」という声がありましたが、説明だけでなくやはり、「宮崎に若者を残す」「地域の若者と育ちあう」という課題へ向け

ての意見交換の場はあった方がよいという意見も委員会では上がり、年間2回の懇談会のうち1回は、しっかりと課題解決へ

向けて語り合う場をつくっていくことも確認しました。

　また「高校生にもこんな機会がつくれないだろうか」「高校生のインターンシップの受け入れができる企業の一覧が欲し

い」「学校に出向いてもらっての説明会はできないか」という要望も上がり、委員会では、支部活動と連携しての活動をつくっ

ていく方向で、今後検討していくこととしました。

同友会を知る会拡大バージョン
ひむか支部

7月例会
県北支部

7月17日は県北支部7月例会。「会社の目標に

ある『社員の幸せ』、実現するために、私は何を

するか社員と共に何を求めて、どう実践していく

のか」をテーマに(株)マルイチの高木大氏の

報告でした。お仕事は楽しく。良い会社はトップ

で決まる－言葉より行動が大事などなど。経営

者の責任について考えあった例会でした。 今年度も、宮崎第一高校国際マルチメ

ディア科3年生との「課題研究」を行いま

す。生徒さんとの顔合わせ会が、7月10日

に宮崎第一高校にて行われました。今年度

は宮崎南支部会員の18社が協力。生徒さ

んからは「面白そうな会社だと思った」

「働いてみたいと思った」など地域の中小

企業をしってもらう一環になってきました。

宮崎第一高校「課題研究」
宮崎南支部

今月の

S p o t l i g h t

平山／会う度に、一政氏のとても穏やかで場を
和ませる姿に、真似できたらと思っていました
が、どんどんリードしていた時期もあったよう
で、驚きました。
六反田／自社だけで無く、他社、地域のことを
常に考えて動く姿勢にすごいと思いました。
フォーラム副実行委員長としての想いも聞け
て、成功させるという覚悟を見せてもらいまし
た。 インタビュー

エンジョイプラン　　　　 平山 博士
宮崎県中小企業家同友会　六反田 航太

事
業
内
容
と
同
友
会
入
会
の

き
っ
か
け
を
教
え
て
下
さ
い

経
営
指
針
を
発
表
さ
れ
て

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
か
？

今
年
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
副
実
行
委
員

長
を
担
わ
れ
て
い
ま
す
ね

こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
を
担
え
る

　
強
靱
な
企
業
を
め
ざ
し
て

( 有 ) 一政設備
代表取締役

一政  浩蔵さん
宮崎南
支部

( 有 ) 一政設備

住所/ 宮崎市大字赤江530-4
TE L/ 0985-53-4884
FAX/ 0985-53-4895
事業内容/ 衛生・空調設備
　　　　  水廻りリフォーム、機器設備

共同求人委員会
「学校の先生方と経営者の懇談会」

中同協・共同求人＆社員教育活動全国交流会が6月17日～18日、北海道で開催されました。宮崎からは3名が
参加し、その報告を委員会内で行いました。初めて参加された請関仁さん（日向屋（株） 専務 県北支部）より参加
レポートが届きましたので、抜粋してご紹介します。

　分科会は、(株)レイジックス（飲食店「どんぶり茶屋」の運営、社員

数42名 年商5億円）の敬禮匡さんの分科会に参加。

「若者に届くわかりやすい共育で働きがいの社風づくりへ～人生の豊かさ

を実感できる真の人間尊重経営を目指して～」のテーマでの報告は、同友

会での学びに真摯に取り組み、経営に対する覚悟がひしひしと伝わって

きた。 

興味深かったトピック 
　　● 社員のプチ志を大切にするー「美味しい魚を食べてもらいたい」という言葉、気持ち 
　　● オンリーワンを目指す（日向屋だけができる商品、サービスとは？） 
　　● 窮地に陥り同友会で真剣に学び始める 課題＝理想ー現在 
　　● 経営理念に「社員」を冒頭に（社員から見て目指すところが分かりやすい必要性） 
　　● 社員の声が伝わりやすい環境づくり 
　　● 社員の誕生日を形にして祝う（社風づくり）

　全てそのまま実践することは難しいが、日向屋の指針に参考にしたい。敬禮さんの最後のメッセージ「本気で社員の成長を

願っているか」を自分に問い続けたい。 

　全体会では、「共同求人活動は社会教育活動」という意味合いをじっくりと考える機会になった。中小企業ならではの働き

方の提案、自社のカラーやビジョンを社外にこれから発信していく意義を深めた。同友会運動の鍵は、連帯の精神。会員仲

間も、事務局も、共に我々から宮崎を、日本を元気にしていく同志。人間の幸せとは何かを問い続け、思い描く環境をつくって

いくのが経営道。振り返り＝到達点と課題を見直す機会と捉え、気づきを行動に生かし、理想の企業づくりに邁進していく。

中同協・共同求人＆社員教育活動全国交流会
in 北海道参加レポート

6月20日（金）

Topic

Topic

前回理事会（6月26日）以降の活動の経過報告を確認すると
ともに、７月28日までの２名の入会申し込みと５名の退会申
出を承認しました。会員数は460名。 
（１）前回理事会で継続案件とした、プラウドノート（文字おこしソフ

ト）の活用にあたってのルール整備について宮崎北支部より提案
があり、
①例会及びグループ討論での個人の使用（録音）は禁止とし、
下記のメッセージを例会冒頭で室長（座長）がアナウンスする
ことを確認しました。
「録音・録画は禁止します。写真撮影は可能ですが、ＳＮＳ
等、インターネットへの掲載はご注意ください。」

②活動を通じての守秘義務についての申し合わせを再度確認
したほうがいいという提案をうけて、事務局で他県同友会の
対応を調べて次回理事会で検討することにしました。

（2）青年部会から、
①青全交in香川へのツアー案内があり確認。
②来年度開催予定の九州・沖縄ブロック合同例会の開催地と
して立候補をしたいという提案を了承。

（3）会員情報の情報管理に関して宮崎同友会ホームページの「会員
ＭＡＰ」の掲載内容について、広報戦略委員会で再検討してほし
いと要請がありました。

各推進協議会から
（1）組織強化推進協議会の迎座長より、下記の報告と呼びかけが

ありました。
①7月28日(月)、西都市で開催した「同友会を知る会拡大バー
ジョンin西都」には、役員の参加も多数あり参加者は37名。
うちゲスト3名。例会翌日に会社を訪問したが欲しい結果に
は結びついていない。次回は9月29日（月）。事前に訪問する等
して入会候補者の掘り起こしをしていきたいと考えている。
一緒に汗をかきましょう。

②8月6日（水）オンライン開催の「2025組織強化・会員増強
全国交流会」には、各支部でサテライト会場を設置予定で
あり、理事80％、支部青年部幹事50％を参加を目標にぜひ
参加を。

（2）人が育つ会社づくり推進協議会の杉村座長より、「同友会を強く
する役員の成長」という視点でつくり込んでいる秋の役員研修
会（9月20日(土)）の開催要項の報告がありこれを確認。グループ
長は理事が行うこと、70名以上の参加（対象者90名）で開催
することをあわせて確認しました。

（3）地域づくり推進協議会の川崎座長より、
①4-6月期景況調査の結果報告。回答数が増えると調査結果
の精度があがり信頼度が増すので、まずは200名回答（今回
165名）にむけて次回調査では各組織でのさらなる後押しを
してほしい」と要請がありました。

②新春経営者交流会の日程、会場について提案があり、１月22日
 （木）、ニューウェルシティ宮崎での開催を第１候補として予算
案を推進協議会で詰め、開催要項案を次回理事会に提案、
決定することとしました。



　宮崎同友会会員限定で広報誌にチラシを
同封することができます。チラシは、お送り
したい月の前月末までに事務局にお送りくださ
い。自社での取り組み、やっていることを他の
仲間にも知ってもらいましょう。
チラシの封入は１部10円です。
　会員460名に封入する場合は、
460名×10円で4,600円になります。
　ご自身の所在支部のみ、
特定の支部だけに封入する
ことも可能です。
　同封をお考えの方は一度
事務局までご連絡ください。

広報誌にチラシを
同封しませんか？

今回のフォーラムでは記念講演をはじめ、「地域
に愛されて、全国に誇れる企業」、「同じ志しを
持った仲間を増やす」、「自主的主体的に行動で
きる経営者としての姿勢を形成する」という
テーマで 3 つの分科会と、㈲尾鈴ミートの見学
分科会の計 4 つの分科会で開催します。この
フォーラムを通じて自分と向き合い、企業や地域
の未来を切り拓いていきましょう。ひむかの地へ、
ぜひぜひお越しください。

実行委員長
小原農園
代表　小原 拓也

［ ひむか支部 ］

2016 年 6 月に入会して以来、初めてフォーラム
実行委員を務めます。分科会担当として、小原
実行委員長のもと、このフォーラムを必ず成功
させたいと考えています。参加目標を達成し、
盛大に当日を迎えることで、ひむか支部の仲間
づくり、さらには宮崎同友会全体の会員増強に
もつなげていけるよう、精一杯取り組みます。

副実行委員長
（株）コノハナ
代表取締役　塩谷 愛藍

［ 県北支部 ］

今回、副実行委員長をさせてもらっています。
初めてのひむか支部でのフォーラム開催というこ
とで、地域を支部をそして同友会全体を盛り
上げていきたいと思っています。
小原実行委員長が掲げる、『燃やせ開拓者魂』
という思いを、このひむかの地から、県に広がっ
ていけるよう、フォーラム当日まで尽力を尽くした
いと思います。皆さんのご来場、心よりお待ち
しております。

副実行委員長
（有）斉田商事
代表取締役　齋田 知明

［ ひむか支部 ］

ひむか支部は川南町、高鍋町、新富町、西都市
の1市、3町からなり、今回の、第34回経営フォー
ラムは、高鍋町で開催されます。 実行委員として
は、経営フォ－ラム開催の意義に照らし、5 支部
全体が協力して成功させ、地域貢献の一端を
果たすことを期待しています。私ごとになります
が、2008 年同友会に入会して一か月足らずで、
熊本で開催されたフォ－ラムに参加し、カルチャ
ショックと大変な刺激を受けたことを思い出し
ます。

実行委員
（株）SunPower
代表取締役　森田 義孝

［ 宮崎北支部 ］

自分が同友会に入会して約５年となりますが、今
までは支部活動や全体というよりも、青年部会と
しての活動が中心となっていました。そんな中で、
フォーラムという宮崎同友会最大の行事の実行
委員という役をうけることで、さらなる自身の成長
と、同友会の成長に少しでも力になれればと思っ
ています。小原実行委員長を支え、ひむかの地
で開催されるフォーラムを最高のものにしていき
たいと思います。全支部で一丸となってフォー
ラムを盛り上げて、最高の学びの場となるよう全力
で取り組みます。

実行委員
（株）プリコム
専務取締役　井久保 光一

［ 宮崎南支部 ］

この激動の時代の中、「必要とされる存在」で
あり続けるために、自らの使命を見つめ直すこと
がいま求められています。今こそ “燃やせ！開拓
者魂‼”
このフォーラムが、私を含め経営者自身が変わる
きっかけとなり、企業と地域の未来を切り開く場
となるよう、仲間と共に創意工夫を尽くしてまい
ります！

実行委員
（株）アレンジトラベル
代表取締役　杉村 善隆

［ きりしま支 ］

3 年振りに実行委員を担うことになりました。3 年
前は全体会・基調講演づくりを担当しましたが、
今回は分科会づくりを担当します。担当する分科
会の報告者は、私が所属する県北支部代表幹事
の㈱中仙の中山さんです。同じ県北の仲間として、
中山さんのあんなことやこんなこと、実践を引き
出し、学び多い分科会にします。みなさんのご参
加お待ちしております。

実行委員
（株）伊東冷熱工業
代表取締役　伊東 康弘

［ 県北支部 ］

初めての経験ですが、自分にできることを全力で
頑張ります。その中で様々な経験をさせていただ
き成長を実感しております。メインテーマ「自分
が変われば未来が拓ける」この言葉凄く良いと
思います。共感していただける方もいるのでは
ないでしょうか。
フォーラムに参加していただいた方が「自分が
変われば未来が拓ける」と思えるきっかけになれ
ば嬉しいです。また、ひむか地域での開催です
ので児湯郡ならではの魅力を伝えられるフォーラム
にしたいです。

実行委員
黒木農園
黒木 隆正

［ ひむか支部 ］

今回、見学分科会づくりを担当することになりま
した。実行委員は何度も担ってきましたが、見学
分科会づくりを担当することは初めての経験です。
どうしたら参加者に、㈲尾鈴ミートさんの実践が
伝わるか、学びを深められるかを１番に考え、
つくりこんでいきたいと思います。見学分科会は
定員 45 名です。参加をご希望の方はお早めに
お申し込みください。

実行委員
（株）愛Ｌｉｆｅ
代表取締役　光行 新哉

［ 宮崎北支部 ］

第 34 回フォーラム副実行委員長を務めるにあた
り、同級生で、草野球のチームメイトであり、
同じ後継者の仲間である。小原実行委員長を
支えるために立候補しました。委員長として組織
を引っ張る小原さんと切磋琢磨できるように
フォーラムづくりを行っていきます。私たちの様な
仲間が地域に広がるきっかけを参加者に得て
頂けると嬉しいです。

副実行委員長
（有）日伸洗車機
取締役　幸森 雄次郎

［ 宮崎北支部 ］

副実行委員長として「見学分科会」を担当します、
宮崎南支部幹事の一政です !
見学分科会の担当を経験したのは 2013 年の
「中同協定時総会 in 宮崎」以来でもう 12 年に
なります。当時は入会したばかりで勝手が分か
らない上に、７月の猛暑もあって、参加者の方々
には大変迷惑をかけた記憶が残っています
今回の見学分科会では、「いい分科会だった」と
いう声がみなさんから上がるよう一生懸命、縁の
下ながら務めさせていただきます、ぜひこの機会
に企業見学と交流で学びを深めていきましょう!!

副実行委員長
（有）一政設備
代表取締役　一政 浩蔵

［ 宮崎南支部 ］

年に一度のフォーラム。こんな大きなイベントの
実行委員を務めるのは初めてで、最初は正直と
ても緊張していました。
でも、経験豊かな実行委員の皆さんにたくさん
助けてもらいながら、少しずつ自分なりの関わり
方が見えてきたところです。
このフォーラムが、参加される皆さんにとって
「参加してよかった」「また頑張ろう」と思える一日
になるよう、全力で取り組んでいます。どうぞ
気軽な気持ちでお越しください。きっと何か、
新しい気づきがあるはずです。

副実行委員長
（株）IST STYLE
代表取締役　佐藤 輝和

［ きりしま支部 ］

　今回の定時総会に参加して特に印象的だったのは、「21世紀型中小企
業づくり」と「真の人間尊重社会の創造」を掲げた理念の再確認と、それ
を実現するための実践的方策の提起です。同友会運動の本質を改めて
胸に刻み、宮崎においても、地域と中小企業が共に発展する実践の場を
築いていく必要性を痛感いたしました。

１  全体会での主な論点と学び（要点）
•労使見解発表50周年を契機に、「人を生かす経営」の真価が改めて
問われました。
•経営指針の策定・実践・見直し（PDCA）の確立が、持続的経営の
鍵であると強調。
•地域社会との連携（友育ち・教育連携・条例活用）が、中小企業の
社会的地位向上に直結。
•スタグフレーション、物価高、人材不足という外部環境下での経営革新と
賃上げの両立に関し、中小企業庁の支援姿勢が表明されました。

２  第13分科会：条例と地域経済振興の考察
　　（大貝教授講演）
分科会は第13分科会「中小企業憲章・条例運動の到達点と課題～新た
な国づくり・地域づくりをめざして～」に参加しました。北海学園大学の
大貝教授による講演では、中小企業振興基本条例の意義と変質について、
体系的かつ批判的な考察がなされました。
•条例制定が「目的化」しており、地域経済の本質的課題解決に結び
ついていない。
•支援が補助金のみに偏重し、成果検証や資金の地域内循環が不
明瞭。
•「バケツモデル」（地域外への資金流出）による経済疲弊への警鐘。
•成功事例として、墨田区・丸亀市・与謝野町などの地域主導型政策が
紹介された。

― 宮崎からの参加者として、私は「足場かけプラットフォーム」構想と既存
条例の障害性について発言し、条例の柔軟な見直しと地域課題に即した
新たな制度設計の必要性を提起しました。

３  グループディスカッションでの共通認識
•条例制定後の実効性の欠如（継続的会議の未実施・行政人事異動
による断絶）

•中小企業と行政の温度差、理念と現場の乖離
•同友会内部における条例や地域政策への関心と行動意識の差
•「地域課題×企業課題の統合」の実践が鍵になるとの共通認識が生
まれました。

４  定時総会における決議事項の要約
2025年度の活動方針として、以下の重点施策が確認され、満場一致で
採択されました。
1. 労使見解の再学習と「人を生かす経営」の徹底実践
2. 経営指針の成文化とPDCAによる企業革新
3. 中小企業の社会的価値の可視化と発信（社員教育、共同求人、
　 SDGs）
4. 地域経済活性化に向けた条例・政策提言の推進
5. 会員5万人体制の確立に向けた組織基盤の強化
6. 財務健全化の継続と予算・決算の適正承認

これらの決議事項に対して、参加者全員が当事者として実践を担う覚悟
が求められました。

５  今後、宮崎同友会が実践すべき課題と問題提起
本総会での学びと全国の実践事例を受けて、宮崎県中小企業家同友会
として以下の課題に正面から向き合う必要があります。

６  結びに
本総会を通じて、改めて「中小企業こそが地域経済の主役」であるという
信念を確認できました。経営の難局が続く中でこそ、同友会の果たすべき
役割は一層大きくなります。宮崎同友会が次の時代のモデルとなるべ
く、足元から実践を重ねていきます。

2025年7月3日～4日に中同協の第57回定時総会が神奈川県のパシフィコ横浜で開催されました。全国各地から
1,200名を超える会員が一堂に会し、中小企業経営の未来と地域経済の活性化に向けて、熱量の高い議論が
交わされました。宮崎同友会から９名が参加、今号と次号で参加者のレポートをご紹介します。

● 景況は全体的に「後退基調」、だがプラス域は確保。業況判断DIは「大幅な悪化」、売上高DIも
「悪化」へ、景気の改善基調は緩やかに継続も、回復の限界点が近いと読み取れる。
● 県内の足元経済は「内需不足」、地域経済は「弱含み」と思われる。建設業、製造業で厳しく、不
安定、情報・流通・商業で不透明感あり。

● 売上高の確保に比して、採算の確保が遅れている。景気後退が懸念されます。「経営上の課題」は
人材不足、仕入単価上昇、人件費の増加のトリプルパンチ。そのなかで新規事業展開や、人材確保
や、付加価値の増大、既存客フォローへと注力されています。

● 資金繰りでは、「採算好転企業」と「採算悪化企業」で資金繰りの格差が拡大しています。
● 宮崎同友会の景況調査は回答率が安定しており高い信頼性があり、第一級の先行指数となっている。

4-6月期景況調査は165件（回答率
36.2％）の回答が寄せられ、７月25
日、同友会ネットワークセンターとZoom
で、京都橘大学の小山教授の解説のも
と報告会が行われました。調査・集計結
果の今回の特徴としては、右記の提起が
ありました。調査結果の全容は、宮崎同
友会のＨＰをご覧ください。

青年部会では、会員訪問にチカラを入れています。7月は9名の会員さん

を訪問しました。青年部会の説明や活動内容などをお話しし、交流を深め

ました。

N E W  F A C E

※2025年7月31日現在

県 北 支部 60名
ひむか支 部 28名
宮崎 北 支部 133名
宮崎南支部 79名
きりしま支部 160名
合　計 460名

今回のご紹介は7月1日～7月31日に
入会された1名の新会員さんです。

（支部別・50音順）代表 伊東 和信さん（49歳）
当社は宮崎県都城市を拠点
に中小企業のDX（デジタル化）
を支援しております。生成 AIや
kintone を活用し、無理なく
業務に馴染む仕組みづくりと
日常業務に根づくデジタル化
を丁寧にサポートしています。
よろしくお願いいたします。

mubik合同会社

　都城市上町17-24都城ビル1103
TEL / 070-9032-6004
業種/ サービス業(デジタル化支援・DXコンサルタント)

きりしま
支部

番外編

真の人間尊重の社会をつくり、新しい歴史を創造しよう
中小企業家同友会全国協議会第 57 回定時総会に宮崎同友会から９名参加

第１分科会

（株）クラベル・ジャパン
代表取締役社長

平田 憲市郎 氏
［ 佐賀同友会・代表理事 ］

第２分科会

(有)永田鋼管工業
代表取締役

永田 廣樹 氏
［ 鹿児島同友会・副代表理事 ］

第３分科会

(株 )中仙
代表取締役

中山 章博 氏
［ 県北支部 ］

第４分科会（見学分科会）

(有 )尾鈴ミート
代表取締役

遠藤 太郎 氏
［ ひむか支部 ］

11月７日（金）に、高鍋の地で第34回みやざき中小企業経営フォーラムを開催いたします。ひむか支部設立12年に
して念願のひむか地域でのフォーラム開催です。
報告者も決まり、内容づくりが始まっています。簡易版の案内チラシを同封しておりますので、ご自身はもちろ
ん、会員さん、お知りあいの経営者の方をお誘いの上ご参加ください。
第34回みやざき中小企業経営フォーラムは、13時より分科会（ホテル四季亭、ホテル泉屋、高鍋信用金庫本店）、
17時より全体会・記念講演（高鍋町美術館）、19時より交流会（ホテル四季亭）を行います。

私たちが実行委員です!!

第34回 みやざき中小企業経営フォーラム

１１月７日（金）に開催決定!!
報告者も決まり準備が進んでいます。

県内景況「横ばい」から「調整局面」へ、外部経営環境混乱で先行きに暗雲

課題テーマ 問題提起と提案視点

中小企業振興条例
の見直し

条例文言の形骸化を打破し、実効性ある活用へ。
条例が民間の創意工夫を妨げない設計が必要。

行政との連携体制
の継続性

人事異動による連携断絶を避けるため、フォーマルかつ
常設的な「行政・民間協働会議体」の設置が望まれる。

地域課題と企業課題
の統合的解決

「地域課題＝自社課題」と捉える視点の普及と、その
解決が自社成長につながる戦略思考の醸成。

会員増強と
後継者育成

本総会で提示された増強ビジョンを共有し、若手経営
者や女性の積極的参画を推進。

足場かけプラット
フォームの構築

日向市モデルを核とした地域課題解決拠点としての
機能強化。条例・政策との整合性も図りながら全国
展開可能なモデル化へ。

４-６月期景況調査結果まとまる

TANO経営支援コンサルタンツ　田内 孝司（県北支部）

地域と中小企業がともに発展する
実践の場をつくっていこう




